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はじめに

Arcanobacterium pyogenesは、2011年に新しい属名が提唱され、現在Trueperella pyogenes（以下

Ｔｐ）が正式名称となっている 。Ｔｐは、グラム陽性の通性嫌気性の小桿菌で、タンパク分解酵素1）

であるプロテアーゼと溶血性の外毒素を産生する、皮膚や臓器に化膿性炎症を起こす日和見感染菌で

ある 。Fusobacterium necrophorum（以下Ｆｎ）はグラム陰性の偏性嫌気性の細長桿菌で、ロイコト2）

キシンを産生し、壊死と膿瘍を主徴とする疾患や二次感染症を起こす 。3）

今回これら2種類の細菌が関与した子牛の肺炎の発生があったのでその概要を報告する。

発生の概要

県内の乳肉複合経営農場で、平成24年6月頃から2～3ヶ月齢の肉用子牛が肺炎症状を呈し、死亡する

事例が頻発した。当該農場では、場所の離れた3カ所の農場（以下Ａ農場、Ｂ農場、Ｃ農場）を有して

おり、肺炎症状はそのうちＡ農場で見られた。Ａ農場では、肉用子牛、乳用牛の成牛および子牛を飼

養していた。肉用子牛は、Ｂ農場で出生後すぐにＡ農場の牛舎の一角でベニヤ板で一頭一頭仕切られ

個飼いされ、約3ヶ月齢でＡ農場の別牛舎のパドックで群飼され、約6ヶ月齢でＣ農場へ移動してい

た。

平成25年4月17日、Ａ農場のパドックで肺炎症状を呈していた肉用子牛が死亡したため、翌日病性鑑

定を実施した。死亡子牛は、平成25年3月、個飼いで飼養されていた際に肺炎症状を呈し、ペニシリン

およびカナマイシンにより治療し、症状が回復したためパドックへ移動した。その後、4月8日に再度
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肺炎症状を示し、エンロフロキサシンにより治療したが、11日に容態が悪化、14日にペニシリンおよ

びカナマイシンにより治療したが17日に死亡した。死亡子牛のいたパドックでは、約半数に発咳が見

られていた。

また、平成25年4月17日、個飼いされていたの肉用子牛のうち、鼻汁漏出や発咳などの肺炎症状が重

篤な4頭の鼻腔スワブを採材し、病性鑑定を実施した。

材料と方法

１ 材料

（１）死亡子牛

約3ヶ月齢、黒毛和種、雌、1頭

（２）同居牛の鼻腔スワブ

2～3ヶ月齢、黒毛和種、4頭

２ 方法

(1) 細菌学的検査

死亡子牛の脳、脊髄、肝臓、脾臓、腎臓、肺、肺門リンパ節および同居牛の鼻腔スワブについ

て、β-ＮＡＤ加めん羊血液寒天培地、ＤＨＬ寒天培地を用い、37℃48時間、好気および微好気培

養を実施した。死亡子牛の肺、肺門リンパ節および同居牛の鼻腔スワブについて、ＤＮＡ添加変法

Ｈａｙｆｌｉｃｋ培地（Ｂｒｏｔｈ）およびＢＨＬ培地（Ｂｒｏｔｈ）で37℃5～7日間培養後、ＤＮＡ抽出を行い、

Mycoplasma bovis、Mycoplasma bovigenitalium、Mycoplasma disparについてPCR検査を実施した。

(2) ウイルス学的検査

死亡子牛の脳、肺、肝臓、脾臓、腎臓の10％乳剤について、ＭＤＢＫ－ＳＹ細胞およびVero-Ｔ

細胞を用いたウイルス分離を実施した。また、ＰＣＲ法により、牛パラインフルエンザ3型ウイル

ス（以下ＰＩ3）遺伝子検索および牛ＲＳウイルス遺伝子検索を実施した。

同居牛の鼻腔スワブについて、4頭分を2頭ずつプールし、ＲＳウイルスおよびアデノウイルス

抗原検出キットを用いた簡易検査を実施した。また、ＭＤＢＫ－ＳＹ細胞およびVero-Ｔ細胞を用

いたウイルス分離およびＰＣＲ法によるＰＩ3遺伝子検索を実施した。

(3) 病理組織学的検査

死亡子牛の大脳、小脳、脊髄、肺、心臓、肝臓、脾臓、腎臓、副腎、消化管、扁桃、浅頚リン
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パ節、下顎リンパ節、肺門リンパ節、腸間膜リンパ節、腸骨下リンパ節、内腸骨リンパ節につい

て、10％中性緩衝ホルマリン液で固定、パラフィン包埋後薄切し、常法に従いヘマトキシリン・

エオジン染色（以下ＨＥ染色）を実施した。また、グラム染色、ＰＴＡＨ染色、肺炎起因菌につ

いて免疫組織化学染色（ＳＡＢ法）（独立行政法人農業・食品産業技術総合研究機構 動物衛生

研究所に依頼）を実施した。

成 績

１ 死亡子牛の外貌・剖検所見

死亡子牛は削痩しており（写真1）、肺は胸壁と強固に癒着し、左右とも前葉から後葉前部にかけて粟粒大

～小豆大の白色病巣が散在していた（写真2）。右肺の病巣は左肺より大きく、隆起していた。中葉にはピンポ

ン玉大の硬結を認め、割面はチーズ様を呈していた。心臓は心嚢膜と癒着し、表面は混濁していた。

写真1 死亡子牛の外貌 写真2 死亡子牛の肺

２ 細菌学的検査

死亡子牛の肺および肺門リンパ節よりＴｐを分離した。Mycoplasma spp.の特異遺伝子は検出され

なかった。

同居牛4頭全頭の鼻腔スワブよりMannheimia haemolytica（Ｍｈ）を分離した。Mycoplasma spp.

の特異遺伝子は検出されなかった。

３ ウイルス学的検査
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死亡子牛の各臓器からウイルスは分離されなかった。また、ＰＩ3および牛ＲＳウイルスの特異遺

伝子は検出されなかった。

同居牛の鼻腔スワブからウイルスは分離されなかった。また、ＰＩ3型の特異遺伝子は検出されな

かった。ＲＳウイルスの簡易検査は、2検体ともに陽性で、アデノウイルスの簡易検査は陰性であっ

た。

４ 病理組織学的検査

肺では、周囲に好中球の浸潤を伴う凝固壊死巣（写真3）が多発性に認められた。比較的病巣が大

きかった右肺では融解壊死巣（写真4）が散在していた。両壊死巣内には菌塊を認めた。凝固壊死巣

周囲では一部に燕麦様細胞（写真5）が認められた。肺胞腔内には好中球やマクロファージが浸潤

し、一部線維素が析出していた（写真6）。グラム染色では、壊死巣内にグラム陽性と陰性に染まる

2種類の菌塊を認めた（写真7）。

写真3 好中球浸潤を伴う凝固壊死巣 ＨＥ染色 写真4 融解壊死巣 ＨＥ染色
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写真5 燕麦様細胞 ＨＥ染色 写真6 肺胞腔内への線維素析出

aＨＥ染色 ｂＰＴＡＨ染色

写真7 壊死巣のＨＥ染色とグラム染色

a 凝固壊死巣のＨＥ染色 b 凝固壊死巣のグラム染色

c 融解壊死巣のＨＥ染色 d 融解壊死巣のグラム染色

肺炎起因菌について免疫組織化学染色（以下ＩＨＣ）を実施したところ、抗Ｔｐ抗体、抗Ｆｎ抗

体で、肺の壊死巣内の菌塊に一致して抗原を認めた（写真8）。融解壊死巣では、壊死中心部で主

にＴｐ、周囲でＦｎの抗原を確認した（写真8）。また、燕麦様細胞周囲ではＦｎの抗原を認めた

（写真9）。ＩＨＣでは交差反応試験を実施し、ＴｐとＦｎが、肺炎症状を示す子牛の鼻汁から分離

されたＭｈと交差反応性がないことを確認した（表1）。

a b

a b

c d
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写真8 壊死巣のＩＨＣ

a 凝固壊死巣のＴｐ b 凝固壊死巣のＦｎ

c 融解壊死巣のＴｐ d 融解壊死巣のＦｎ

表1 ＩＨＣの交差反応試験

写真9 燕麦様細胞周囲

a ＨＥ染色 ｂＩＨＣ（Ｆｎ）

まとめ

乳肉複合経営農場において、肉用子牛で肺炎症状を呈し死亡する事例が頻発していた。症状を示し

ていた死亡子牛および同居牛の鼻腔スワブについて病性鑑定を実施した。死亡子牛については、細菌

強拡大 強拡大

強拡大 強拡大

a b

c d

a b
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検査でＴｐが分離され、病理検査の結果から、ＴｐおよびＦｎによる壊死性線維素化膿性肺炎と診断

した。鼻腔スワブからはＭｈが分離され、ＲＳウイルス簡易検査が陽性であった。

今回、同居牛の鼻腔スワブでＲＳウイルス簡易検査が陽性であったこと、死亡子牛の細菌検査およ

び病理検査から、日和見感染や二次感染症を起こす細菌が肺炎病巣を形成していたことから、死亡子

牛は過去にウイルスの関与があり、細菌との複合感染により重篤化し死亡したものと考えられた。
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